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第８１回 教 育 研 究 評 議 会 要 録 

 

日 時  平成２３年３月１６日（水）午後１時００分～午後１５時３０分 

場 所  第１会議室 

出席者  野口学長、佐久間理事、野口(哲)理事、馬場理事、三野文学部長、塚原理学部長、 

清水生活環境学部長、岩渕人間文化研究科長、富﨑附属図書館長、中島附属学校部長、

内田、小路田、荒木、角田、今岡、三木、栗岡、棚瀬各評議員 

列席者  今井監事、外嶋総務・企画課長、大原研究協力課長、水谷財務課長、人見施設企画課

長、藤熊学務課長、増間学生生活課長、竹下入試課長、山崎図書課長、 

     小田原国際課課長補佐 

 

  議事に先立ち、２月２２日に発生したニュージーランド地震で本学学生１名を含む犠牲者の

方々と３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震で犠牲となられた方々のご冥福を祈り、全

員で一分間の黙祷を行った。 

 

Ⅰ  審議事項 

 １．奈良女子大学名誉教授称号授与について                  

 学長から、各学部教授会等の議に基づき資料１のとおり候補者の推薦があり、名誉教授称号 

授与資格である勤務年数は満たしていることの説明の後、各学部長等から各候補者の功績調書 

により候補者の功績について説明があった。審議の結果、候補者全員に対して本学名誉教授の 

称号を授与することを決定した。 

 なお、生活環境学部長は、名誉教授候補者本人であるため、審議の際は一旦退席し、評議員 

が功績調書を代読して審議が行われ、審議終了後に戻った。 

   [名誉教授称号授与者] 

     文 学 部 教 授    弦巻 克二   平成 23年 4月 1日 発令 

     生活環境学部教授     小城 勝相   平成 23年 4月 1日 発令 

     生活環境学部教授   清水 哲郎   平成 23年 4月 1日 発令 

 

２．学内諸規程の制定等について 

 （１）就業規則の一部改正（案）について                   

    学長から、資料２－１により職員就業規則の一部改正等についての概要説明及び過半数 

   代表者への説明を行ったことの報告があり、審議の結果、原案のとおり承認し、経営協議 

   会及び役員会へ提案することとした。 

  （２）奈良女子大学附属学校部運営委員会規程（案）について 

 （３）奈良女子大学附属学校運営委員会規程の廃止に関する規程（案）について  
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   学長から、資料２－２及び２－３により、附属学校運営会議の設置に伴い、附属学校運 

  営委員会を附属学校部運営委員会と改めることによる規程の制定及び廃止について説明が 

  あり、審議の結果、原案のとおり承認し、平成２３年４月１日から施行することとした。 

 （４）奈良女子大学附属学校部運営委員会規程の施行に伴う関係規程の一部を改正する規程 

     （案）について  

    学長から、資料２－４により、奈良女子大学附属学校部運営委員会規程の施行に伴う関 

   係学内規程の改正について説明があり、審議の結果、原案のとおり承認し、平成２３年４ 

   月１日から施行することとした。 

 （５）国立大学法人奈良女子大学外国人教師の取扱要項の一部改正（案）について 

    総務・企画課長から、資料２－５により、改正の趣旨及び内容について説明があり、協 

   議の結果、原案のとおり承認し、経営協議会及び役員会に提案することとした。 

 （６）国立大学法人奈良女子大学寄附金取扱規程の一部改正（案）について  

    財務課長から、資料２－６により、改正の趣旨及び内容について説明があり、審議の結 

   果、原案のとおり承認し、平成２３年４月１日から施行することとした。 

 

 ３．平成２３年度計画（案）について  

   学長から、資料３により、平成２３年度計画(案)について説明があり、審議の結果、一部

字句修正をすることとして原案のとおり承認し、今後修正がある場合は、役員会までに各担

当理事へ連絡願うこととした。 

 

 ４．平成２３年度予算配分（案）について 

  学長から、平成２３年度学内予算配分(案)の概要について資料４により説明の後、東北地

方太平洋沖地震等対策のための補正予算が組まれることが想定され、既存の予算からの拠出

も考えられることから、本学配分予算額が削減となった場合には、急遽学内配分額を変更す

る場合があるとの説明があり、併せて財務課長から、補足説明があった。 

  審議の結果、情勢による予算配分の組換えも含めたうえで原案のとおり承認した。 

   

Ⅱ 報告事項 

 １．各学部、人間文化研究科規程の一部改正について  

   文学部、生活環境学部及び人間文化研究科の教授会等の議に基づき制定された各学部等規

程の一部改正について、各学部長等から資料５－１～６－３により改正の趣旨及び内容につ

いて説明があり、それぞれ平成２３年４月１日から施行することの報告があった。 

 ２．奈良女子大学附属図書館利用規則等の一部改正について   

   附属図書館長から、奈良女子大学附属図書館利用規則及び奈良女子大学附属図書館利用規

則実施細則の一部改正について、資料６－１及び６－２により改正の趣旨及び内容について
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説明があり、それぞれ平成２３年４月１日から施行することの報告があった。 

 

３．次期理事(非常勤)・附属学校長及び各センター長候補者等について  

  学長から、任期満了に伴う次期非常勤理事には、引き続き本田元子現理事（非常勤）を任 

 命したこと、また、次期附属学校長及び各センター長並びに室長候補者について資料７により 

 報告があり、各室の室長が入れ替わることから、各室の事務担当課に対して、室長及び副室長 

 への引き継ぎ依頼があった。併せて、次年度第１回目の会議に、学長が出席するとの連絡があ 

 った。 

  さらに、学長から、新たに設けられる学長補佐について、国際交流センター長小山俊輔教 

 授及び次期環境安全管理センター長岩井薫教授を任命する予定であるとの報告があった。 

 ４．第８０回役員会について 

 学長から、第８０回役員会（２月２４日(金)開催）の審議概要について報告があった。 

 ５．平成２２年度予算執行実績（平成２３年２月）について   

      財務課長から、資料８により２月２２日までの予算執行実績について報告があり、年度末

の執行への協力依頼とともに、文部科学省科学研究費補助金については、大規模地震により

学会等の中止等があったことから、残金の繰越の可否について文部科学省に確認中であると

の報告があった。 

 ６．平成２２年度「学生の生活・就職に関する意識調査」結果報告について  

   野口理事から、資料９により学生の生活・就職に関する意識調査の結果についての報告及

びアンケート回収に対する謝辞があった。 

 ７．平成２３年度（前期）教育研究評議会等開催日程について  

   総務・企画課長から、資料１０により平成２３年度（前期）教育研究協議会等開催日程(案)

について説明があり、これを了承した。 

 ８．その他 

 （１）海外渡航の届け出について 

    学長から、学生の大学主催行事以外の海外渡航状況を把握するため、次年度から渡航届 

   を国際課へ提出させることとしたとの報告があった。 

 （２）学部４回生の件について 

    学長から、学部４回生の学生が死去したことの報告とともに、学生が死去した場合の情 

   報共有の必要性と今後の対応について説明があった。 

    評議員から、学生のメンタルケア体制の現状に触れ、教員と学生相談室との連携を強化 

   する必要があるとの意見があった。 

 （３）平成２２年度保健管理センター活動について 

    佐久間理事から、資料により平成２２年度の保健管理センターの活動について報告があ 

   った。 
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 （４）東北地方太平洋沖地震に対する義援金の募集について 

    学長から、東北地方太平洋沖地震で被災した方への義援金を募り、集まった募金は日本 

   赤十字社を通じて送金することとしたとの報告があった。また、学生の募金活動も含めて 

   奈良女子大学の名称を冠して行った募金は、大学の義援金として一本化するよう学生及び 

   部局への周知依頼があった。 

 （５）平成２３年度入学者の手続き状況について 

    野口理事から、３月１５日（火）に行われた前期日程合格者の入学手続き状況について 

   報告があった。 

 （６）育友会について 

    野口理事から、学生の保護者若しくは保証人による育友会からの寄附状況について報告 

   があった。併せて、事務職員に管理・執行を任せるだけでなく、使途については公的な会 

   議での検討が必要であるとの意見があった。 

 （７）総合研究棟の耐震について 

    評議員から、総合研究棟生活環境学系Ｄ棟の耐震工事の際に、壁にあった亀裂が大きく 

   なったとの報告があり、施設企画課において、直ちに耐震強度調査を行うこととした。  

 （８）その他 

   ・次期教育研究評議会評議員について 

    学長から、次期教育研究評議会評議員について資料により報告があり、退任する佐久間 

   理事、野口理事及び清水生活環境学部長から挨拶があった。また、学長から、各々にこれ 

   までの功労に対し謝辞があった。 

   

 

 次回教育研究評議会は平成２３年４月２０日（水）１３：００から開催することとして散会。   

 

                           以 上 


